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「日本語での模擬国連」 

 

高校生などを対象にした模擬国連が世界各地で行われています。日本でも英語での模擬国

連が行われていると承知しています。その模擬国連が、なんと、ここメルボルンでは、日本語

でも行われています。これは、ビクトリア州教育省がオーストラリア国連協会ビクトリア支部と

連携して２０１９年から始まったプログラムです。日本語を勉強する高校生たちによるもので、

毎年、参加者の数も増えています。一昨年までは 1 日のプログラムでしたが、昨年から 2 日

間にわたって、２００人の高校生を集めて行われています。 

 

この日本語での模擬国連の司会進行は以前ビクトリア州で日本語・社会・哲学教師をされて

現在 Victorian Skills Authority におられる真田理史（さとし）先生です。各発言者の意図を汲

み、他の生徒が理解しやすい日本語を使って、瞬時に内容をまとめられます。これは見事な

ものです。 

 

最大２６カ国の代表にそれぞれ３から 4 人の生徒が割り当てられます。ある決議案が配られ

て、パラ(抜粋）ごとに修正案提案国、修正案賛成国、修正案反対国が順次理由説明を行っ

ていきます。そしてパラごとに修正案の採決を行います。そして、こうしてまとまった決議案全

体を最後に採決にかけ、採択か不採択かを決めていきます。今年のテーマは、AI と人類社会

との関係に関するもので、あるパラでは「AI の開発と使い方は平和目的のためでなければな

らないと、国際社会に強く求める。」といったものがあり、これを自国の政治経済状況や、戦略

的な立場や、国際社会に対する義務、人権などを併せて、いろいろな角度から討論するとい

うものでした。 

 

オーストラリアで日本語を勉強する高校生の日本語レベルの高さに驚愕するとともに、臨場

感溢れる模擬国連に感銘を受けました。真田先生お疲れ様でした。また、来年以降も継続・

発展していってもらいたいです。そして、この生徒の中から将来外交の世界で仕事をする人も

出てくるだろうと思いました。 

 

 



 


